Organizational Capacity表　テンプレート

お名前：　大辻健太郎　　　　　　　　　　　　　　　
【問2】（１）以下の表を参考に、【問０】で挙げた事例のOrganizational CapacityとPerformanceを評価しましょう☆それぞれの項目について考えてみてくださいね！そして評価の理由や根拠についても説明してください♪

	Program Delivery
プログラム遂行能力
	Program Expansion
プログラム拡大能力
	Adaptive
適応能力

	主な能力

	プログラム知識 

評価（○）：
理由／根拠：ディズニーランドの魅力はやはりキャストの質の良さである。これは、キャスト自身がプログラムを理解し、しっかりと意味を理解して実行しているからだと言える。
プロジェクト管理 

評価（○）：
理由／根拠：気持ち悪いくらいの分厚いマニュアルが用意されている。キャストは皆それをちゃんと読んでくるのがすごいと思う。 
予算案、資金繰り 

評価（○）：
理由／根拠：日本のアミューズメントパークは専ら赤字である中、毎年リピーターにも恵まれ着実に黒字を重ねている。計画的に新しいアトラクションも出来上がっており、夢の国は現実世界においても夢のようなお金まわりなのである。 
調査、分析、情報通信
評価（○）：
理由／根拠： 
	人事
評価（○）：
理由／根拠：キャストたちが誇りに感じながらお客さんに接しているところを見る限り人事はすばらしいと思う。特に清掃員のランクを上げたのは圧巻だ。
財務管理 

評価（△）：
理由／根拠： 是に関しては会社のものではないのでよくわからない。しかし収益を見る限り、良好だと思われる。
資金調達 

評価（○）：
理由／根拠： ディズニーランドに来る客だけでなく、メディア、商標などからもお金がやってくる。
教育研修 

評価（○）：
理由／根拠： 事前研修の徹底。とても分厚いマニュアルを渡すことで、「最低限行わなくてはならない
」ことの共有が行き届いている。

	革新性
評価（△）：
理由／根拠：元々がすごくよかったので、あまり変える必要が現在ない。若干の革新はあったかもしれないが、基本的な大枠は一緒だと思う。 
応答性
評価（○）：
理由／根拠：アンケートを実施して反映させる。ぶつかった課題にキャスト自身が危機感を持って対応している。（清掃
など） 
スタッフの動機付け 

評価（◎）：
理由／根拠： キャストだけの親睦イベントなど、キャストを常に思いやる政策を行っている。
学習能力
評価（○）：
理由／根拠： アメリカのウォルトディズニーの成功を元にプログラムの提供を決定している（WDをベンチマークしていると言える）
サービス／プログラムの質 

評価（◎）：
理由／根拠： 言わずもがなだが、客が何度もリピートしてくるのが何よりの証拠。
コラボレーション 

評価（×）：
理由／根拠：営利組織ですから・・・。

	パフォーマンス

	プログラムの効果・成果 

評価（○）：
理由／根拠： CS（顧客満足度）ES（従業員満足度）いずれも高いということから効果は高い。

	スケールアウト・継続性 

評価（○）：
理由／根拠：スケールアウトとしては、顧客のスケールアウトが当てはまるか。顧客一人一人が営業をして新しい顧客を集めてくる。
	組織の有効性とミッションのインパクト

評価（○）：
理由／根拠：ディズニーに行って不幸になった人はいるか？「ハピネスへの道作り」インパクトあるじゃないですかぁ！



 ディズニーランド開園当時、夢を壊さないため常に「清潔」を謳っていたのだが、あまりの人の多さにすぐトイレは汚れ、一時期「ディズニーランドは汚い」と評判が落ちた。しかし、清掃員が危機意識を持ち、できる限りの効率化を自ら図り、どんな大量の客が訪れても対応できるノウハウを身につけた。






